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虞

域

経

済

傭

件

の

域!
経|
憐 Y
とラ
ア ν
"7 -.;J 

タて
ノv
キ i

v 
L1)ン
のプ
紹 y
介ク

lz 
上

杉

正

良11

落
に
紹
介
す
る
オ
イ
レ
ン
プ
ル
ク
の
「
庚
域
経
済
と
ア
ウ
タ

ル
キ

1
」
が
出
版
さ
れ
た
D
は
一
九
三
二
年
目
と
と
で
あ
る
。

周
知
の
如
〈
、
常
時
ド
イ
ツ
の
経
済
朕
態
は
極
度
に
悪
化
し
て

ゐ
た
o

此
の
第
般
に
謝
す
る
解
決
策
と
し
て
炭
〈
採
り
上
げ
ら

れ
た
の
が
ア
ウ
グ
ル
キ
ー
の
思
想
で
あ
る
。
而
も
そ
れ
は
幽
民

的
限
界
内
に
踊
踏
す
る
岡
氏
的
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
で
は
な
く
、
進

ん
で
此
の
限
界
を
越
え
て
康
域
経
済

3
2
5
5苦
去
岳
島
)
に

ま
で
擬
大
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
c

か
〈
て
オ
イ
レ
ン

プ
ル
ク
の
述
べ
る
如
〈
「
成
域
経
済
」
は
一
白
流
行
語
と
さ
へ

危
っ
た
。
然
る
に
オ
イ
レ
ン
プ
ル
ク
は
「
科
撃
の
任
務
は
時
代

思
潮
に
影
響
さ
れ
る
己
と
た
〈
客
観
的
忙
事
態
の
根
本
を
究
め

硯
寅
的
認
識
を
興
へ
る
に
あ
る
し
(
序
文
六
頁
)
と
た
し
‘
営
時
の

第
五
十
=
一
巻

傍

観
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庚
域
経
摘
の
帳
件

奥
論
を
支
配
し
て
ゐ
た
康
域
経
済
の
思
想
に
掛
し
て
巌
し
い
批

判
を
加
へ
た
。
本
書
は
共
の
批
判
の
ポ
イ
ン
ト
を
閥
系
的
に
示

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
緒
論
「
炭
域
経
済
及
び
ア
ウ
タ
ル
キ
ー

に
閲
す
る
思
想
の
成
立

l
l共
の
動
機
」
及
び
一
、
庚
域
経
済

の
意
義
。
↓
一
、
成
域
経
済
白
諸
保
件
。
-
二
、
成
域
経
済
の
賃
現

問
、
ド
イ
ツ
の
道
は
世
界
粧
品
川
か
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
か
。
五
、
園

際
経
桝
闘
係
り
問
題
性
の
五
節
よ
り
成
り
、
前
白
二
筒
に
於
て

は
成
域
経
済
の
一
般
的
基
礎
的
問
題
を
論
じ
、
第
三
節
以
下
に

於
て
問
題
を
具
腿
的
に
展
開
し
て
ゐ
る
。
己
己
で
は
成
域
経
済

の
一
般
的
基
礎
的
問
題
を
扱
っ
て
ゐ
る
最
初
の
二
筒
に
紹
介
の

範
聞
を
限
定
す
る
。

成、
城、

主主、
習時、 ー
の、一
意、
義、
tL 
倒
し
て

共
の
号~
liIllI 

者
逮
の
主
張
す

る
底
を

オ
イ
レ
ン
フ
ル
ク
は
究
の
六
項
に
要
約
し
て
ゐ
る
。

第
一
、
庚
域
の
内
部
に
於
て
は
商
品
・
資
本
・
人
間
の
白
山

た
交
換
が
行
は
れ
る
。
而
し
て
廊
域
経
済
白
長
所
は
、
「
庚
域
経

構
内
忙
於
け
る
炭
範
閏
の
自
足
、
郎
ち
輸
入
に
は
杢
く
依
存
せ

宇
或
は
極
め
て
僅
か
し
か
依
存
し
た
い
E
と
」

ι存
す
る
。

第
五
十
三
巻

回

第

抗

回

第
一
一
、
成
域
内
に
於
け
る
貧
し
い
匝
域
と
富
め
る
匝
域
と
を

結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
諸
経
費
に
射
す
る
均
賓
の
取
れ
た
投

(
註
己

資
が
行
は
れ
る
。

第
三
、
最
も
合
理
的
た
経
済
的
見
地
に
従
っ
て
各
産
業
部
門

D
理
性
的
な
立
地
配
分
が
行
は
れ
る
。
少
く
'r一
も
庚
域
内
部
に

於
て
は
過
剰
生
産
や
工
業
・
企
業
の
不
経
済
た
重
複
が
謎
け
ら

れ
る
。第
四
、
十
分
に
賀
行
白
あ
る
保
護
さ
れ
た
大
市
揚
が
確
保
さ

れ
る
。

(
謹
ニ
〉

第
五
、
成
域
内
に
於
け
る
景
気
鑓
動
が
調
整
さ
れ
る
。
帥
ち

一
般
に
外
国
の
轍
入
封
鎖
に
よ
っ
て
直
ち
に
外
部
か
ら
反
動
が

起
る
も
の
で
あ
る
が
、
成
域
経
済
に
於
て
は
成
い
内
部
市
場
が

保
詮
苫
れ
て
ゐ
る
の
で
か
L

る
反
動
が
調
整
さ
れ
る
。
成
域
内

各
部
の
牧
穫
結
果
が
相
互
に
補
足
さ
れ
る
と
い
ム
事
情
も
同
様

。
殺
換
を
有
っ
て
お
る
。

第
六
、
個
々
の
小
園
を
大
た
る
全
慨
に
総
合
す
る
己
と
に
よ

っ
て
、
貿
易
政
策
上
妓
川
市
の
多
い
措
世
を
講
や
る
こ
と
が
出
来

る
。
印
ち
そ
れ
は
個
々
の
小
固
と
は
全
ぐ
異
る
勢
力
と
購
買
力

Fran~ Eulenburg， GrOSSTllumwirtschaft u. Aut町 kie，S. Il. 



ム
」
を
表
は
す
も
の
で
、
現
賓
的
た
大
勢
力
を
意
味
す
る

E
と
と

な
る
。以

上
は
康
域
経
怖
論
者
自
期
待
す
る
庭

E
要
約
し
た
も
白
で

あ
る
。
「
要
す
る
に
郎
域
粧
怖
の
目
棋
は
、
高
度
白
白
足
、
庚
域

内
に
於
け
名
多
出
的
生
産
ム
」
合
目
的
的
な
分
業
、
大
在
る
内
部

市
場
に
於
け
る
利
径
あ
る
版
責
及
び
貿
易
政
策
上
の
勢
力
増
大

足で
註 註があ

L へアーと河)~。 日る
ててメ一
b ゐと計)的 J
る』、るカと述提ォl'柏
。切に合目べ的イあ事「

も畢黙てなレる的
拘闘にゐ投ンめ予
らが於る資プ」日
ず庚て ω は ι 

法域も 自ク ι 
L 輯オ向は い
い済イ な之 に
恐にレ克に し
慌針シ 易反 f 

を L プ申]朝正
純てル 度 L :'?_ 
験最ク にて つ7
しもf，l: 方守-， " 
てl!!苔で賓 と
ゐま定は本 も
るれ的 金は ま日

事た見 〈耽 ~I:，i. 
責保解 i起主主 訟
を件を り性 向

指を有得を な
摘備 L な迫 目

然
ら
ば
成
域
経
械
の
目
標
は
如
何
に
し
て
建
せ
ら
れ
る
か
、

之
に
針
し
て
オ
イ
レ

y
プ
ル
ク
ー
は
「
自
足
の
理
想
を
寅
現
す
る

に
は
成
汎
左
前
提
が
必
要
で
あ
弘
」
と
た
し
、
第
二
節
庚
域
経

曲
四
域
経
済
円
樺
件

つ青耳、
先ての、
づ存諸、
線、立保、
筒、ず件、

的、ぺ k
k亡者』そ
見ーて
る般「
に的ー
庚諸般
域僚に
経件2、成
済」域

』立を経
"k場済
のげが
如て十
きゐ分
諸るに
保。意
件味
をを
必有

要
と
す
る
ロ

第
て
十
分
注
る
土
地
の
基
礎

食
料
・
原
料
・
動
力
源

等
を
供
給
し
得
る
土
地
が
泣
け
れ
ば
友
ら
友
い
。
帥
ち
自
足
を

考
へ
る
限
り
、
穀
物
が
必
要
で
あ
る
事
は
言
ふ
ま
で
も
友
い
。

動
物
性
食
料
(
北
方
諸
国
に
劃
し
て
は
特
に
脂
肪
)
も
同
様
に
必
要
で

あ
り
、
農
業
に
針
ず
る
肥
料
・
飼
料
の
供
給
も
極
め
て
重
要
で

あ
る
。
尚
と
の
外
晴
好
口
聞
も
快
〈
べ
か
ら
ざ
る
も
白
で
あ
れ
叫
L
)

更
に
「
原
料
の
獲
得
は
康
域
経
済
が
猟
立
自
主
的
で
あ
る
べ
吉

限
り
非
常
に
肝
裂
で
あ
っ
て
、
今
日
凡
ゆ
る
て
業
園
の
死
活
問

題
と
た
っ
て
ゐ
る
。
蓋
し
諸
工
業
園
は
依
然
と
し
一
し
絶
え
十
原

料
の
購
入
に
頼
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
来
の
経
済
に
劃
す

る
近
代
経
済
の
特
質
は
、
技
術
上
白
要
求
と
需
要
む
鑓
動
と
に

よ
っ
て
原
料
の
種
類
が
甚
し
〈
多
面
的
に
在
っ
た
と
と
に
あ

る
♂
メ
、
水
力
・
石
炭
・
石
油
の
如
き
動
力
源
左
し
に
は
近
代
的

な
工
業
或
は
農
業
を
狽
立
自
主
的
に
建
設
す
る
と
と
は
出
来
な

第
五
十
一
-
一
審

豆Z

第
一
読

五
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民
域
経
済
白
梅
件

ν、
。

以
上
は
成
域
椛
桝
の
資
源
的
基
礎
と
も
言
ム
ペ
昔
も
の
で
あ

っ
て
「
此
の
基
礎
白
上
に
の
一
み
現
賓
的
に
領
域
と
結
合
し
て
ゐ

る
土
着
工
業
の
創
設
・
存
線
が
保
詮
さ
れ
る
。
」

第
二
、
職
迭
上
の
保
件
前
建
白
資
源
的
基
礎
は
庚
域
粧

品
川

K
針
す
る
生
産
上
の
一
主
要
保
件
と
見
る
乙
と
が
出
来
る
が
、

と
れ
だ
け
で
は
未
だ
不
十
分
で
あ
る
。
「
経
済
的
に
考
へ
れ
ば
決

し
て
最
も
安
く
生
産
す
る
と
と
白
簡
は
問
題
で
は
た
い
。
寧
ろ

、
、
、
、
、
、
、
、
、

最
も
安
〈
供
給
し
消
費
す
る
己
と
己
そ
肝
要
で
あ
る
。
然
る
に

2，でiR長
がある良
鴻るもの
にとの供
販いで給
寅ふあが
債煩るい行
格所己りは
をを本れ
高有来る
かっ氏か
らて域否
しゐ粧か
める済は
るのは会
やで共く
うあり輪
在る内主主
輪か部負
迭らsの捨
負 →さ距 D 
捨目、距離如
L"I離が何

をあ大に

生
第じ
三主主、ν、
市、と
場、と
のが

僚特
{l!ニに

大
切
で
あ
る

康
域
経
済
論
者
は
佐
々
に
し
一
L

、

ご
億
・
二
億
・
四
億
白
人
口
あ
る
領
域
は
、
人
口
五
千
寓

千
高
・

一
干
高
の
狭
い
領
域
と
は
全
〈
具
る
購
買
力
と
意
義
と

を
有
つ
で
あ
ら
う
」
と
考
へ
る
が
、
寅
は
「
購
買
力
は
早
に
人

俸
五
十
三
容

第
一
一
抗

一」/、

口

数
白

み
tζ 

よ
'CJ 

て

典
へ
ら
れ
る

も
の
で
は
た

出二
L ハ

ー「

然
ら
tr 

購
買
力
は
何
に
依
存
す
る
か
、
共
の
増
加
は
如
何
に
し
て
建
せ

ら
れ
る
か
。
凡
て
需
要
白
著
し
い
増
加
は
人
口
の
持
働
能
力
及

び
持
働
の
意
志
と
密
接
に
闘
聯
し
て
ゐ
弘
o
」
而
し
て
具
躍
的
に

之
を
見
れ
ば
、
購
買
力
の
増
加
は
工
業
の
成
立
と
都
市
白
致
展

と
を
前
提
と
す
ト
唯
一
)
此
白
前
提
保
件
が
青
さ
れ
た
時
に
の
み
庚

白域
政、;1;経
治、の消
的、経は
或済隣
は的買
枇、諸力
台、{廉大
的、件呈Ii
僚の哩る
件外市

主に揚、を
げォ興
てイへ
ゐレら
るンれ
o プる

んで
クあ

はら
f~j う

てコ

第
一
、
共
忙
庚
域
経
済
に
所
属
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
意
識
が
友

け
れ
ば
た
ら
な
い
。
蓋
し
康
域
内
比
含
ま
れ
る
各
国
の
経
済
的

利
害
関
係
は
連
帯
的
で
は
友
〈
謝
な
的
で
あ
る
か
ら
、
か
や
う

在
共
通
意
識
友
し
に
は
経
済
的
統
一
は
存
立
し
得
た
い
で
あ
ら

う

第
二
、
統
一
あ
る
縦
消
指
導
も
亦
不
可
快
の
依
件
で
あ
る
。

康
域
経
済
の
内
に
は
幾
多
の
異
質
的
部
分
が
結
合
さ
れ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
統
一
あ
る
経
済
指
導
が
行
は
れ
た
い
左
ら
ば

各
部
分
は
夫
々
自
己
の
利
盆
を
守
り
全
勝
。
統
一
を
破
る
で
あ

Enlp.nhllrg， a. a. O. S. 18. 
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h
h
リ
久
ノ
。

以
卜
一
白
経
済
的
並
び
に
政
治
的
諸
僚
件
の
充
さ
れ
た
い
限
り

「
庚
域
粧
桝
は
も
は
や
決
し
て
杢
慢
的
た
る
も
の
を
形
成
せ
十
、

必
宇
世
界
経
済
的
閥
腕
を
必
要
と
す
る
と
と
る
の
部
分
的
図
民

経
済
を
形
成
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
」

(
註
一
)
「
人
聞
は
決
し
て
刺
戟
物
や
哨
軒
品
白
講
取
を
断
念
し
た
こ
と

は
な
〈
、
又
明
ら
か
に
そ
れ
は
不
可
簡
で
あ
る
。
若

L
上
述
白
井
闘

斥
哨
好
品
(
酬
瑚
・
茶
・
盟
草
等
}
を
輪
入
し
な
い
な
ら

H
岡
肉
白
土

地
に
於
て
他
の
晴
好
品
を
作
ち
な
〈
で
は
な
ら
な
い
。
」

(
詰
ニ
)
「
合
最
闘
に
於
け
る
唯
一
白
不
利
な
事
情
は
距
離
白
大
な
る
と

と
で
ま
り
る
。
こ
の
結
果
轍
詮
負
婚
を
止
ピ
従
っ
て
両
品
の
債
格
を
騰

貴
さ
せ
る
。
」

(
龍
三
)
「
熱
る
に
不
幸
に

L
て
農
業
闘
の
工
業
化
ζ

そ
正
陀
庚
域
経
済

論
者
の
拍
げ
ん
と
す
る
と
己
ろ
白
、
も
の
で
あ
る
。
」

{
許
門
)
克
に
オ
イ
レ
ン
プ
ル
ク
は
、
廃
域
経
済
を
静
態
と
し
て
考
へ

で
は
な
ら
な
い
と
左
即
ち
其
白
現
在
白
土
地
の
慕
礎
ば
か
り
で
な
〈

持
車
白
後
展
白
可
情
性
を
も
掛
閉
す
べ
き
と
主
に
注
意
を
向
け
て
居

り
、
又
帯
四
節
に
於
て
ド
イ
ツ
に
闘
し
て
論
ず
る
に
常

p
、
金
融
関

係
に
於
け
る
潤
立
を
も
自
足
の
潟
白
重
要
保
件
に
数
へ
て
ゐ
る
。

四
民
域
鯉
怖
の
時
刊

オ
イ
レ
ン
プ
ル
ク
の
所
設
を
要
約
す
れ
ば
以
上
白
通
り
で
あ

る
。
戚
域
経
済
の
問
題
に
閲
し
て
特
に
重
要
注
戦
争
経
済
の
要

困
を
殆
ど
無
闘
し
て
ゐ
る
結
は
批
判
さ
る
べ
昔
で
あ
ら
う
が
、

車
に
庚
域
経
済
の
目
擦
を
語
る
に
止
ま
る
論
者
に
到
し
て
、
か

a
A

る
目
標
の
寅
現
さ
る
べ
き
前
提
僚
件
白
検
討
を
必
要
と
し
た

共
の
主
張
に
は
首
肯
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

(
詰
)
オ
イ
レ
シ
プ
ル
ク
の
勢
作
白
う
ち
、
両
接
に
庚
域
植
樹
或
は
ア

ウ
タ
ル
キ
ー
を
扱
っ
た
論
文
主
し
で
は
な
ほ
突
の
如
き
も
の
を
事
げ

る
ζ

主
が
由
来
る
。
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